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1． まえがき  
 

映像すなわちビデオや映画などの映像のショット分割は

映像の概要閲覧や検索，編集や高度な動画像の圧縮などの

処理を行うのに重要な技術である[1][2]．映像は，それぞ

れバラバラに撮影された映像を編集段階でつなぎ合わせて

制作される．ショット切り替えは編集済みの動画像から，

つ な ぎ 目 が ど こ か を 見 つ け る と い う 問 題 で あ る

[3][4][5][6]．これまでに多くのショット切り替え法が提

案されているが，カットを対象とした手法がほとんどでト

ランジションに対応した手法は少ない[7][8]．本研究では，

相撲の取組み映像を対象とし，実況中継番組のカメラ切り

替えフレーム(カットフレーム)からトランジション(映像効

果)を見つける．ランダム位置の画素点群を選び差分画像

の多数決でカットフレームを自動的に検出し，それらカッ

トフレームからトランジションを検出する手法を提案する．

また，スポーツ映像のトランジション検出実験により精度

を確認する． 

・・ ・・ 
フレーム番号    4573 … 4584         4585         4586… 4594 

 図 2 トランジション(スライドイン)画像の一例 
 

2.2  動作原理 
全体の処理の概要を図 3 に示す．カット検出で抽出され

たカットフレームに含まれるトランジションフレームを，

その連続性の条件を判断し抽出する． 
(1) カット検出[4][5][6] 

図 4 にカット検出の処理の概要を示す。まず，カット

検出の処理では乱数を設定して，ランダム位置の画素点

群を選ぶ．隣接するフレーム間の差分により画素点群の

中で変化している画素を抽出する．変化している画素点

の個数を元に投票して，多数決でカットフレームを検出

する[4][5]．変化領域は小部分であると仮定し，変化領

域の影響を低減するため図 5 に示すランダムパターンを

カット検出用の画素位置として用いる．変化画素を検出

するため，画素値の差分値に対して，第一の閾値を用い

る．また，多数の画素点を用いた投票によりカットフレ

ームを判定する．ここで，ランダム位置の点数 n=1000
としている．投票の決定条件として第二の閾値を用いて

いる．図 6 に投票数の時間変化を示す．ここでの投票数

は変化画素の個数である． 

2 ． 概要 
2.1 トランジションの種類 

ショット切り替えには大きく分けてカットとトランジシ

ョンの 2 種類が存在している．トランジションとは映像の

継ぎ目で前の映像が徐々に消えつつ次の映像が現れたり，

ページをめくるようにして映像が切り替わるといったよう

な特殊効果である．カットが瞬時に画面を切り替わるのに

対し，トランジションは徐々に場面が切り替わっていく

[7][8]．トランジションにはフェードイン・フェードアウ

ト，スライドイン・スライドアウト，ワイプ，ディゾルプ

などがある．図 1 はカット画像の一例で，1060 番でシーン

が切り替わっている．図 2 は本研究で使用したトランジシ

ョン(スライドイン)の一例である．フレーム番号 4573 から

4594 の中で，徐々にシーンが切り替わっている．本研究で

はトランジションの中でスライドイン，スライドアウトに

ついて検出する． 

 

        

スライドイン，スライドアウトとは、OHP シートの差し

替えや，プロジェクターのフィルム切り替えが語源である．

ある映像に別の映像を差し込んだり，引き抜くようなトラ

ンジション効果であり，まとめてスライドと呼ばれている．

本研究で使用したスポーツ映像のサンプル動画ではリプレ

イシーンにおいてスライドイン・スライドアウトのトラン

ジションが用いられている． 

図 3  全体の処理の概要  図 4 カット検出の処理の概要 
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図 1  カット画像の一例 
フレーム番号 1058    1059            1060          1061

 
 
 
   

 

図 6  1 フレーム毎の 
投票数の時間変化 

(n=1000) 

図 5 ランダム位置の画素
(n=1000)†   明星大学大学院理工学研究科電気工学専攻 
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 表 1 相撲動画のトランジション検出精度(実測値) 
 

(2) トランジション検出 
 検出数 検出率(%) 備考 

正解 13 65(13/20) 正解トランジション 
＝20 

誤検出 14 51(14/27) 全検出トランジション

＝27 

トランジションのフレームの説明図を図 7 に示す．ト

ランジションの長さを L1，トランジションの始端フレ

ームと前カット間を L2，トランジションの終端フレー

ムと後カット間を L3 とする．本研究では検出するトラ

ンジションの条件は L1 の長さは 小 20 フレーム， 大

30 フレームとしている．トランジション検出では，カ

ット検出の処理において連続するフレームにおいて L2，
L3 の値を求める．L2 の値が 10 以上，さらに L1 の値が

5 以下であれば始端フレームとして検出する．L1 の値が

5 以下で，さらに L3 の値が 10 以上であれば終端フレー

ムとして検出する．始端フレームと終端フレームを検出

しトランジション区間とする．  

 

   

これらのパラメータは実験サンプルの予備調査を行い決

定した． 
 

 
図 7 トランジションの処理の説明図 

 
 

3．評価実験 
(1)対象スポーツ動画像 
スポーツ映像のサンプル動画として相撲動画を用いた．

サイズは 720×480 画素である．1 取り組み分(約 3 分)であ

る．10 個のサンプル相撲動画を使用した． 
(2)カット検出実験 
変化画素を抽出するため画素値の差分値に対する第一の

閾値は 20/256 段階とする．さらに，変化画素点に基づく投

票での決定条件は多数決（第二の閾値=n/2 以上）である． 
(3)トランジション検出実験 
各実験サンプル動画に含まれるトランジションの数は 2
個である．トランジションが含まれている個所はリプレ

イシーンである．トランジションの種類はスライドであ

る．正解トランジション数は各サンプル相撲動画 2 点で

ある．トランジションが含まれていれば正解とする．パ

ラメータの条件は，予備調査を行い決定した． 
(4)結果と考察 
表 1 に実験に使用した 10 個のサンプル相撲動画に対す

るトランジション検出精度の結果を示す(n=1000)．精度と

して次の 2 つの尺度を用いる． 
正解率=正解検出トランジション／正解トランジション 
誤検出率=誤検出トランジション／全検出トランジション 
今回の実験ではトランジション 20 点のうち 13 点検出す

ることができた．図 8 はトランジション(スライドイン)検
出で成功した例の画像，図 9 はトランジション検出で失敗

した例の画像を示す．画面が全体的に暗くなったり，カメ

ラのフラッシュで明るくなったところで誤検出があった．  
 
 

 
図 8 トランジション検出の正解例 

フレーム番号 5123 5124 5125

 

   
 (a)暗い画面    (b)フラッシュ画面 
図 9 トランジション検出の誤検出例 

 
4．おわりに 
相撲動画像に対し，ランダム位置での変化画素を用いて

カットフレームを検出する．それらのカットフレームから

トランジションのフレームを検出する．10 個のサンプル動

画では，正解トランジション 20 点のうち 13 点検出するこ

とができた．画面が全体的に暗くなったり，カメラのフラ

ッシュで明るくなったところで誤検出があった．今後の課

題として見逃しや誤検出のトランジションの解析，フェー

ドイン・フェードアウト，ワイプなどのトランジションの

検出法の提案，トランジションの種類識別手法の考案等が

ある． 
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